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㸰 移住࣭定住࣭地域間交流の促進、人ᮦ育成 

 

ᲢᲫᲣ現況と問᫆点 

 

本⏫࡛ࠕ࡛ࡲࢀࡇࡣ定ఫಁ進団地㸦「7 戸㸧ࠖࠕࠊ定ఫಁ進ఫ宅㸦6戸㸧ࠖ ࡯ࡢ獲得ࡢ移ఫ者ࡿࡼ࡟整備ࡢ

ࡢ近隣࡚ࡋ࡜地域間連携஦業ࠖࡢ࡜東京都世⏣谷༊ࠕࠊ࠿ 『 ⏫㸦羅臼⏫ࠊ斜㔛⏫ࠊ中標津⏫ࠊ別海⏫㸧

及ࡧ໭海㐨᰿ᐊ振興ᒁ࡜連携ࡓࡋ知床物産展ࡢ実施ࠊ᰿ᐊ管内ᕷ⏫ࡢ連携ࡿࡼ࡟教育旅行誘⮴及ࡧ本⏫

ᖹ成ࡀ 1重 ᖺ㸦「007 ᖺ㸧࡟ຍ盟ࡓࡋ ３５４ 法人ࠕ᪥本࡛最ࡶ美ࡋいᮧࠖ連合活動ࢆ通ࡓࡌ経済的自立ࢆ目

指ࡍᑠ規模自治体ࡢ࡜地域間交流ಁࡢ進ࢆ図ࠋࡓࡁ࡚ࡗ 

࡟࡛ࡲࢀࡇࠊࡋ活用ࢆ協力隊制度ࡋࡇ࠾地域ࠊࡓࡲ 10 人ࡢ人ᮦ確保ࢆ図ࠊࡾ࠾࡚ࡗうࡕ 「 人ࡘ࡟い

࡚ࡋ࡜タ࣮࣮ࠖࢿ࢕ࢹ࣮ࢥ移ఫ定ఫࠕࡣ࡟௧和元ᖺ度ࠊ࠿࡯ࡿい࡚ࡗࡓい࡟定ఫ࡚ࡋ࡜現在⏫職員ࡣ࡚

確保ࡓࡋ 1人ࢆ本地域ࡢ持⥆ྍ能࡞社会形成ࡢ一端ࢆ担う人ᮦ࡚ࡋ࡜育成࡚ࡋいࠋࡿ 

過剰ࠊࡾ࠾࡚ࡋ終始࡟奪い合いࡢ人ᮦࡢ近隣自治体間࡛ࡣ移ఫ施策ࠊ伴い࡟人ཱྀ減少࡞全国的ࠊࡔࡓ

ࡀ࡜ࡇࡴ見込ࡣ増大࡞過度ࡢ移ఫ者数ࡣ過疎地域࡛࡞脆弱ࡢ㈈政ᇶ盤ࠊ中ࡿいえࡶ࡜移ఫ者獲得競த࡞

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡜い状況࡞ࡁ࡛

 

ᲢᲬᲣそƷ対策 

 

○人ཱྀ減少や担い手୙足解消ࠊࡵࡓࡢ地域ࡋࡇ࠾協力隊制度ࡢ活用ࡿࡼ࡟地域ࡢ࡬人ᮦࡢ定着ࢆ進ࠋࡿࡵ 

○空ࡁ家࣭空ࡁ地ࢡࣥࣂ制度ࡢ活用勧奨࡜ఫ宅ྲྀ得支援஦業ࡿࡼ࡟ఫ宅୙足஦情ࡢ解消࡜ఫ宅建設需要

環境࡛ࢺ࣮ࣔࣜࡿࡅ࠾࡟禍ࢼࣟࢥࡓࡋ࡜᰾ࢆタ࣮࣮ࢿ࢕ࢹ࣮ࢥ移ఫ定ఫࠊ࠿࡯ࡿࡍ⥆⥅ࢆ喚起ᑐ策ࡢ

 ࠋࡿࡵ進ࢆ検討ࡢ型手法ࣗࢩࢵࣉࡢ情報Ⓨ信ࠊ検討ࡢ方ࡾあࡢ相談窓ཱྀࡢ

○地方創生推進交付金ࢆ活用ࠕࡓࡋUIJ タ࣮ࣥ新規就業支援஦業ࠖࡿࡼ࡟中ᑠ஦業所ࡢ࡬就業ಁ進࡜移

ఫ࡟伴う経費ࡢ軽減ࠕࠊఫ宅ྲྀ得支援஦業ࠖࡿࡼ࡟建築需要ࡢ喚起࡜ఫ宅୙足問㢟ࡢ解消ࡿࡼ࡟移ఫ

者ࡢ獲得ࢆ進ࠋࡿࡵ 

○３５４ 法人ࠕ᪥本࡛最ࡶ美ࡋいᮧࠖ連合ࡢ࡬ຍ盟⏫ᮧ地域ࠊࡣᑠ規模自治体ࡀ地域資源ࢆ活用ࡓࡋ自立

ࡍ類似ࡀ㈈政状況や産業構造ࠊ人ཱྀ規模ࠊࡾあ࡛࡝ࢇ࡜࡯ࡀ自治体ࡿい࡚ࡋ実践ࢆࡾࡃ࡙ࡕࡲࡿࡁ࡛

実践஦例ࡢ࡝࡞活用ࡢ人ᮦ育成や地域資源ࠊ醸成ࡢ郷土愛ࠊࡵࡓࡢ形成ࡢ社会ᇶ盤࡞将来的ࡢ⏫本ࡿ

 ࠋࡿࢀ入ࡾྲྀ࡟積極的ࡋ学習ࢆ

 

○移ఫ者数 

度 Hピ5 Hピ6 Hピ7 Hピ8 Hピ9 H3画 R࠰ 元 Rピ 

人数ナ人) 

※ǫッコϋƸ 

協力隊ナϋ数) 

6 5 3 ビビ 8ナピ) ピ画ナ3) 6ナビ) 7ナピ) 

※移ఫ者ࡣ移ఫ関連施策ࡢ活用者ࢺࣥ࢘࢝ࢆ 
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ᲢᲭᲣ計ဒ 

 

஦業計⏬㸦௧和 」 ᖺ度～7 ᖺ度㸧 

 

持続的発展 

施策区分 

事業名 

ナ施設名) 
事業ϋ容 

事業 

主体 
備考 

１ 

移
住

・
定
住

・
地
域
間
交
流
の
促
進
、
人
材
育
成 

。1貨移ఫ࣭定ఫ    

移ఫ 地域ࡋࡇ࠾協力隊募㞟事業 ⏫  

 地域ࡋࡇ࠾協力隊活用事業 ⏫  

 標津⏫移ఫಁ進事業 ⏫  

 移ఫ࣭定ఫಁ進ఫ宅建設事業 ⏫  

。4貨過疎地域持⥆

的発展特別事業 
   

 移ఫ࣭定ఫ 

UIJ  ン新規就業支援事業࣮ࢱ

指定求人࡬就業ࡿࡍ移ఫ者࡟ᑐࡋ移ఫ支援金ࢆ交付

⥅ࡢ事業ࡿࡼ࡟就業ಁ進ࡢ࡬中小事業所ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ

ෆ⏫ࠊ増ࡢ移ఫ定ఫ者数ࠊࡾ図ࢆ㈇担減ࡢ移ఫ経費ࠊ⥆

経済ࡢ活性໬࡟資ࠋࡿࡍ 

⏫ 
本事業ࡢ効果

 ࡪ及࡟将来ࡣ

 

ఫ宅ྲྀ得ຓ成事業 

新築࣭中古ఫ宅ྲྀ得ࡢ経費ࢆ一部ຓ成。移ఫ者ୖ乗せ

各 50 万෇貨ࠊࡋ空ࡁ家ࡢ抑制ཷࠊ託需要ࡢ喚起ࠊఫ宅୙

足問㢟ࡢ解消࡟伴う移ఫ定ఫ者ࡢ獲得࡟資ࠋࡿࡍ 

 ࠌ ⏫

 

ᲢᲮᲣ公共施設総合管理計ဒ等とƷ整合 

 

 本分㔝ࡿࡅ࠾࡟公共施設ࠕࡣ࡟定ఫಁ進ఫ宅ࠖࡀあࠊࡾ当該計⏬ࡢ理念࡜目的ࡢ࡜整合性ࢆ図ࡀ࡞ࡾ

ࡽ࠿設置ࠊࡀࡿࡵ進ࢆ長ᑑ命໬及び適ṇ໬ࠊ利用ಁ進ࡢ既存施設ࠊࡽ 10 ᖺ௨ୖࢆ経過࡚ࡋいࡿ現状࡟

 ࠋࡿࡍい࡚検討ࡘ࡟方ࡾあࡢそࠊࡳ鑑ࢆ利用状況ࡢ現状࡜趣旨ࡢ当初ࠊい࡚࠾
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㸱 産業の振興 

 

ᲢᲫᲣ現況と問᫆点 

 

本⏫ࡢ基幹産業࡛あࡿ酪農業࡜秋鮭漁ࡓࡋ࡜ࡵࡌࡣࢆ水産加工業ࡿࡼ࡟࡝࡞水産業ࡢほࡢ⏫ࠊ࠿面積

約ࡢ 貸割ࢆ占ࡿࡵ林㔝ࡿࡼ࡟林業ࠊࡣ海࣭山࣭川࣭大ᖹ原ࡢ豊富࡞自然資源ࢆ᭷ࡿࡍ本⏫ࡢ主ࡿࡓ産業

࡛あࡢࡽࢀࡇࠊࡾ生産ࢆ支えࡿ商業࡜地域資源ࢆ存分࡟体験ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ観光業ࡢ࡝࡞周辺産業ࢆ

加えࡓ経済活動࡚ࡗࡼ࡟暮ࡢࡋࡽ基盤ࢆ確立࡚ࡋいࠋࡿ 

現在ࠊ酪農業࠾࡟い࡚ࡣ乳価及び個体㈍売㢠ࡣ高Ṇ࡛ࡾࡲ安定࡚ࡋいࠊࡢࡢࡶࡿ輸入飼料ࡢ高騰ࡼ࡟

ᖹ成ࡣ水産業࡛ࠋࡿい࡚ࢀ懸念さࡀ悪໬ࡢ経営環境ࡿࡓわ࡟将来ࡾࡼ࡟増大等ࡢ生産資ᮦ等経費ࡿ 15

ᖺ㸦「00」 ᖺ㸧ࢡ࣮ࣆࡢ時ࡣ࡟ 1重,488下 ௧和ࡶ漁獲㔞ࡓࡗ誇ࢆ 「 ᖺ㸦「0「0 ᖺ㸧ࡣ࡟ 1,」重」下 ࡜ 重割超పୗ

減少ࡢ伴う需要࡟ప迷ࡢ外食産業ࠊ࡚ࡋ共通࡟両産業ࠊ࠿ほࡢ୙安定さࡢ魚価ࠊ୙漁ࡢ秋鮭漁ࡿい࡚ࡋ

 ࠋࡿࢀࡽࡆ挙ࡀ࡝࡞喪失ࡢ外㈌獲得機会ࡿࡼ࡟

林業࠾࡟い࡚ࡣ木ᮦ需要ࡢ高ࡽ࠿ࡾࡲ価格ࡢ高騰ࡀ見ࡿࢀࡽ一方ࠊ森林資源ࡢ᭷効活用ࢆ図ࡢࡵࡓࡿ

人ᮦ育成や基盤整備等需要పୗࢆ見据えྲྀࡓ組ࡀ求ࠋࡿࢀࡽࡵ 

商業࣭観光業ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ新型コࣟࢼウイࣝス感染症ࡿࡼ࡟市場ࡢప迷ࡀ⥆い࡚いࠊࡀࡿワࢳࢡン接

種ࡀ࡝࡞進ࡔࢇ収束後ࡢ需要高騰ࢆ見越ࡓࡋ環境ࡢ整備࡜投資ࡀ必要࡛あࠋࡿ 

経済活動全般࡟共通ࡿࡍ課㢟ࠊ࡚ࡋ࡜担い手࣭後⥅者୙足ࡽ࠿࡚ࡡ࠿ࡀあࠊࡾᖹ成 「「 ᖺ㸦「010 ᖺ㸧

ࡣ࡟ 1買0 戸࡛あࡓࡗ農家戸数ࡣ௧和 「 ᖺ度㸦「0「0 ᖺ㸧ࡣ࡟ 「1 戸減ࡢ 1」重 戸ࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜移ఫ࣭人ᮦ

育成࣭民間投資࡝࡞他分㔝ࡢ施策ࡢ࡜横断的࡞展開やࠊ複数機関ࠊ他市⏫ᮧ及び都市部ࡢ࡜広域࡞連携

 ࠋࡿあࡀ必要ࡿࡍ推進ࢆ組ྲྀࡿࡼ࡟

発泡樹脂製品製造ࠊ製網会社ࠊ水産加工会社ࡓいࡘ結び࡜酪農業࣭水産業ࠊ࡛ࡲࢀࡇࡣ࡟⏫本ࠊࡓࡲ

会社ࣞࠊンࣜࢲンࢢ会社ࠊ健康食品製造会社ࡢ࡝࡞誘⮴実績ࡀあࡢࡽࢀࡇࠋࡿ誘⮴企業ࡣ地元㞠用や地

域資源ࡢ利用ࡢ࡝࡞観点ࡽ࠿特࡟地域振興࡟࡝࡞寄୚࡜ࡿࡍ認ࠊࢀࡽࡵ地域総合整備資金㸦ࡿࡩさ࡜融

資資金㸧ࡢ㈚付ࠊ固定資産税ࡢ減免措置ࡢ࡝࡞支援ࢆ行࡚ࡗいࡿほࠊ࠿⏫独自ྲྀࡢ組ࠊ࡚ࡋ࡜新規創業

や新分㔝進出ࡢ支援ࢆ目的ࠕࡓࡋ࡜標津⏫起業等支援事業ࠖࡿࡼ࡟㞠用ࡢ創出ࢆ図࡚ࡗいࠋࡿ 

 

ᲢᲬᲣそƷ対策 

 

○経営ࡢ大型໬傾向ࡀ⥆く酪農業࠾࡟い࡚ࠊ労働ࡢ外部委託໬や経営協業໬ಁࡢ進ࠊ高㏿ブ࣮ࣟࢻバン

 ࠋ支援ࡋ連携࡜関ಀ機関࡝࡞農業協ྠ組合ࠊࢆ໬ࢺ伴うスマ࣮࡟敷設ࡢࢻ

○水産業࡛ࡣ地域住A（（Pࡢ着実ࡿࡼ࡟⥆⥅࡞標津ブࣛンࡢࢻ基礎ࢆ維持ࡿࡍ傍ࠊࡽ活〆や௧和元ᖺ㸦「01重

ᖺ㸧11 ᭶࡟披露ࠕࡓࡗ⮳࡟王標㸦࢜ウࣄョウ㸧ࠖ マス㸧ࠖࢽࣕࢳ伊茶仁マス㸦イࠕ࣭ ࡢ PR ブࡿࡼ࡟࡝࡞

ࣛンࢻ໬࣭高付加価値໬ࡢほࠊ࠿新࡞ࡓ水産資源ࡢ定着࡟向ࡓࡅ研究ࢆ進ࠋࡿࡵ 

○そࡢ他ࠊ地域ࡢ生産活動ࢆ支えࡿ商業࠾࡟い࡚ࡾྲྀ࡟࡛ࡲࢀࡇࠊࡣ組ࡓࡁ࡛ࢇ⏫ෆ購㈙ಁࡢ進࡟向ࡅ

維持ࡢスࣅサ࣮ࡓࡋ࡜㔜点ࢆ高齢者や無店舗地区ࡿࡼ࡟ウࣔン号࢝移動㈍売車࡜魅力໬ࡢ商店街ࡓ

 ࠋࡿࡵດ࡟確保ࡢ生活基盤࡞持⥆可能ࡅ向࡟将来ࠊࡾ図ࢆ
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௧和ࡀ聖地ࠖࡢ鮭ࠕ○ 「ᖺ㸦「0「0 ᖺ㸧ࠕ࡟日本遺産࡚ࠖࡋ࡜認定さࠕࡓࢀ鮭ࡢ聖地ࠖࢆ活用ࡲࢀࡇࠊࡋ

ࡢ一層ࠊ࠿行うほࢆ活用࣭補強ࡢ歴史文໬࡬体験型観光ࡓࡁ࡛ࢇ組ࡾྲྀ࡟࡛ PR ࢻイ࢞ࡢࡵࡓࡿ図ࢆ

養成ࢆ行うࠊ࡟ࡶ࡜࡜観光関ಀ団体ࡢ統合ࡾࡼ࡟࡝࡞地域 ）MO 設立ࡢ検討ࢆ進ࠊࡵ経済的࡟自立࡛ࡁ

 ࠋࡿࡵ進ࢆ育成࣭強໬ࡢ観光業ࡿ

減ࡢ固定資産税ࡿࡍᑐ࡟設備投資等ࠊࡵࡓࡿࡍ支援࡚ࡋ⥆⥅ࢆ⮴企業誘ࡓࡋ活用ࢆ土地࡞広大ࠊࡓࡲ○

免措置ࠕࠊ࡜標津⏫起業等支援事業ࠖࡿࡼ࡟⏫ෆࡿࡅ࠾࡟創業者࡜事業者ࡢ新分㔝進出ࢆ支援ࠊࡋ㞠

用ಁࡢ進ࢆ進ࠋࡿࡵ 

○鮭ࠊホࢱテや牛乳ࡢ࡝࡞地場産品ࢆ活用ࡓࡋ特産品やࠊ豊富࡞自然資源ࢆ活用ࡓࡋ体験型観光ࡢ࡝࡞

ಁࢆ健全໬ࡢ㈈政ࡿࡼ࡟増大ࡢ独自収入࡜知ྡ度向ୖࡢ⏫本ࠊࡵ進ࢆ開発ࡢ納税ࠖ返礼品࡜さࡿࡩࠕ

進ࠋࡿࡍ 

 

○農家数及び農用地面積       。単఩：戸ࠊしa貨 

区分 農家数 農用地面積 

Hビ7 ビ73 ビビ,ピ画6.ビ 

Hピピ ビ6画 ビビ,65ビ.3 

Hピ7 ビ49 ビビ,4ビピ.9 

Hピ8 ビ48 ビビ,379.画 

Hピ9 ビ48 ビビ,363.3 

H3画 ビ45 ビビ,374.5 

R 元 ビ4ビ ビビ,377.7 

Rピ ビ39 ビビ,39画.7 

 

○家畜頭羽数                                 。単఩：戸ࠊ頭貨 

区分 
乳用牛 肉用牛 馬 

戸数 頭数 戸数 頭数 戸数 頭数 

Hビ7 ビ65 ピ画,画86 ビ7 3,ピ95 3ピ ビ69 

Hピピ ビ5ピ ピ画,464 ビ6 ピ,977 ピ7 ビ37 

Hピ7 ビ35 ピ画,6画ビ ビビ ピ,538 ピ ピビ 

Hピ8 ビ34 ピ画,3ピ9 ビ4 ピ,6ビ9 ピ ビ8 

Hピ9 ビ3画 ピ画,6ピ4 ビ4 ピ,ビ66 3 ピ6 

H3画 ビピ8 ピ画,6ビ7 ビ5 ビ,画86 3 9 

R 元 ビピピ ピ画,869 ビ5 77ビ 3 ピ3 

Rピ ビピビ ピビ,458 ビ5 688 4 ビ7 

 

○酪農生産高                                 。単఩：下ࠊ千෇貨 

区分 
生乳 

牛等個体販売᫇ 計 
販売᣽ 販売᫇ 

Hビ7 88,ピ99 6,4ピ9,ビ88 ビ,653,647 8,8画ピ,835 
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Hピピ ビ画ビ,944 8,46ビ,39ビ ビ,65ピ,9ビ5 ビ画,ビビ4,3画6 

Hピ7 98,4ビビ 9,53ビ,978 ピ,475,ピ96 ビピ,画画7,ピ74 

Hピ8 ビ画ビ,66画 9,896,593 ピ,9画6,49画 ビピ,8画3,画83 

Hピ9 ビ画3,5ビ7 ビ画,383,画3ピ ピ,469,4ピ3 ビピ,85ピ,455 

H3画 ビ画3,ピ9画 ビ画,4ビ7,ビ36 ピ,89ビ,483 ビ3,3画8,6ビ9 

R 元 ビ画8,画46 ビビ,ピピビ,796 ピ,67画,64ピ ビ3,89ピ,438 

Rピ ビ画7,ピ46 ビビ,356,959 ピ,3画ピ,397 ビ3,659,356 

 

○漁港ࡢ状況 

漁港名 種別 指定࠰உ日 

標津漁港 第 ピ 種 昭和 48 ࠰ 画6 உ ビ5 日 

薫別漁港 第 ビ 種 昭和 ピ8 ࠰ ビピ உ ピ8 日 

 

○漁業者㸦経営体㸧ࡢ状況－標津漁業協ྠ組合㸦単一漁協㸧              。単఩：戸貨 

区分 正組合員 
正組合員Ʒ経営体ϋ訳 

準組合員 計 
定置漁業 漁船漁業 そƷ他 

Hビ7 ビ95 ビ3ピ 46 ビ7 ピ7 ピピピ 

Hピピ ビ99 ビ34 43 ピピ ビ9 ピビ8 

Hピ7 ビ98 ビ33 43 ピピ ビ9 ピビ7 

Hピ8 ビ95 ビ3ピ 43 ピ画 ビ9 ピビ4 

Hピ9 ビ95 ビ3ピ 43 ピ画 ピ画 ピビ5 

H3画 ビ93 ビ3ビ 43 ビ9 ピ画 ピビ3 

R 元 ビ9ビ ビピ9 43 ビ9 ピ画 ピビビ 

Rピ ビ87 ビピピ 43 ピピ ビ6   ピ画3 

 

○漁業生産高                      。単఩：下ࠊ千෇貨 

区分 生産᣽ 生産᫇ 備考 

Hビ7 ピピ,769 5,349,54ピ 税抜き価格 

Hピピ ビ9,878 3,639,8ピ4 〃 

Hピ7 ビ画,845 4,画34,画画ビ 〃 

Hピ8 9,ビピ3 3,45ビ,74画 〃 

Hピ9 7,ピ38 3,ピ6ビ,663 〃 

H3画 ビ画,469 3,636,888 〃 

R 元 ビ画,画64 ピ,569,685 〃 

Rピ ビ5,76ピ 3,ビ36,6ピビ 〃 

。出典：P1買～1貸 全࡚標津⏫調࡭貨 
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○食品製造業ࡢ製品出荷㢠      。単఩：所ࠊ万෇貨 

区分 事業所数 製品出荷᫇ 

Hビ7 ビ6 9ピ9,ピ86 

Hピピ ビピ 6画3,98画 

Hピ7 ビビ 783,4ピ7 

Hピ8 9 76ピ,3画9 

Hピ9 8 73画,画33 

H3画 7 5ピ9,ビ57 

。出典：RESAS＜工業統計調査ࠊ経済センサス活動調査＞貨 

 

○森林面積                        。ᖹ成 」1 ᖺ 4᭶ 1 日現在ࠊ単఩：しa貨 

区分 総数 人工林 天然林 そƷ他 

ထஊ林 ピ,959 ビ,5画9 ビ,45画 画 

私ஊ林等 7,画96 ピ,337 4,759 画 

国ஊ林 3ビ,ビ67 5,76画 ピ4,593 8ビ4 

計 4ビ,ピピピ 9,6画6 3画,8画ピ 8ビ4 

。出典：໭海道林業統計貨 

 

○ᖺ間商品㈍売㢠         。単఩：店ࠊ百万෇貨 

区分 店舗数 ࠰間販売᫇ 

Hビ4 67 ビ画,画74 

Hビ6 6ビ ビ画,94画 

Hビ9 58 ビ画,画93 

Hピ4 4ピ 9,33ピ 

Hピ6 45 ビ3,ビビ9 

Hピ8 4ビ ビビ,883 

。出典：RESAS＜商業統計調査ࠊ経済センサス活動調査＞貨 

 

○観光客ࡢ入込数                                。単఩：千人貨 

区分 ᢊ外 ᢊϋ 計 日帰Ǔ客 宿泊客 

Hビピ ピ94.5 ビ47.ビ 44ビ.6 435.3 6.3 

Hビ7 ピ9ピ.7 ピピ8.8 5ピビ.5 5ビ3.4 8.ビ 

Hピピ ビ39.8 ピ37.4 377.ピ 369.画 8.ピ 

Hピ7 ビ36.ビ ピ画9.画 345.ビ 337.画 8.ビ 

R 元 ピビビ.7 ビ63.5 375.ピ 368.ピ 7.画 

。出典：標津⏫調࡭貨 
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○宿泊施設ࡢ状況           。単఩：軒ࠊ人貨 

区分 軒数 収容人員 

ホテル 3 ビ77 

旅館 3 7画 

民宿 5 85 

。出典：標津⏫調࡭貨 

 

○忠類川入込数㸦忠類川サࢣマス᭷効利用調査従事者数㸧及び経済効果等   。単఩：人ࠊ尾ࠊ千෇貨 

区分 参加人数 釣獲尾数 宿泊者数 経済効果 

Hビ7 6,639 5,89画 3,ビ5ビ ビ3,ビ73 

Hピピ ピ,986 8,835 9画画 4,574 

Hピ7 ビ,56ビ 3,7画3 353 ピ,ピ87 

Rピ 画 画 画 画 

。出典：標津⏫調࡭貨 ※R「  中Ṇࡵࡓࡢウイࣝス感染症拡大防Ṇࢼ新型コࣟࡣ

 

○起業支援件数࣭金㢠࣭㞠用創出数          。単఩：件ࠊ千෇ࠊ人貨 

区分 支援件数 支援᣿᫇ 雇用創出数 

Hピビ 4 5,画画画 59 

Hピピ ビ ピ,画画画 ビ 

Hピ5 ビ ピ,5画画 4 

Hピ6 3 6,5画画 54 

Hピ8 ピ 3,画画画 4 

Hピ9 ピ 3,画画画 6 

H3画 ビ ビ,5画画 画 

R 元 ビ ビ,5画画 画 

Rピ ピ 5,ピ5画 5 

。出典：標津⏫調࡭貨 
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ᲢᲭᲣ計ဒ 

 

事業計⏬㸦௧和 」 ᖺ度～貸 ᖺ度㸧 

 

持続的発展 

施策区分 

事業名 

ナ施設名) 
事業ϋ容 

事業 

主体 
備考 

２ 

産
業
の
振
興 

。1)基盤整備    

農業 農業経営基盤強化資金利子補給事業 町  

 畜産担い手育成総合整備事業 町  

 道営草地整備改良事業負担金 町  

 林業 未来ࡄ࡞ࡘ࡟森࡙ࡾࡃ推進事業 町  

 標津町緑と海を育ࡴ森࡙ࡾࡃ事業 町  

 森林環境保全整備事業 町  

 水産業 豊か࡞川࡙ࡾࡃ事業 
町､漁

協､農協  

 標津沿岸餌料環境調査事業 町､漁協  

 
標津町沿岸漁業振興事業 

。ナマコ種苗放流試験調査事業) 
漁協  

。2)漁港施設 標津漁港修築事業負担金 道  

。9) 観光又ࣞࡣ

クࣜエ࣮ション 
サ࣮モンパ࣮ク施設整備事業 町  

 標津町エコ࣭ツ࣮ࣜズム交流推進事業 町  

。10)過疎地域持⥆

的発展特別事業 
   

 第 1次産業 

酪農ヘࣝパ࣮育成促進事業 

酪農ヘࣝパ࣮確保ࡢたࡢࡵ事業࡟対し補助金を交付

しࠊ組織ࡢ育成を図ࠊࡾ新規就農や円滑࡞経営⥅承を促

進しࠊ町農業ࡢ安定的発展࡟資すࠋࡿ 

町 
本事業ࡢ効果

 及ぶ࡟将来ࡣ
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持続的発展 

施策区分 

事業名 

ナ施設名) 
事業ϋ容 

事業 

主体 
備考 

２ 

産
業
の
振
興 

 

標津⏫地域 住A（（P 推進事業 

安心安全࡞水産資源ࡢ確保࣭PR 地域ࡿ࡞࡜基盤ࡢ

住A（（P  ࠋࡿࡍ㈇担࡛⏫ࢆ一部ࡢ事業費ࠊࡵࡓࡢ推進ࡢ

⏫ 
本事業ࡢ効果

 ࡪ及࡟将来ࡣ

 

㈍売強໬事業㸦水産物㸧 

水産物ࡢ㈍路確保࣭拡大 P࣭R 商ࡿけ࠾࡟外⏫ࡢࡵࡓࡢ

談会࡟参加しࠊ安定的࡞外㈌獲得ࠊ標津ࣈランࡢࢻ知ྡ

度向上ࢆ図ࠋࡿ 

 ࠌ ⏫

 

水産物ࣈラン࡙ࢻくࡾ推進事業 

水産物ࣈࡢランࢻ໬ࡢࡵࡓࡢ商品開発やࠊ開発しࡓ商

品ࡢ催事提供ࠊࡾࡼ࡟࡝࡞高付加価値໬ࣈ࡜ランࢻ力ࡢ

向上ࢆ図ࠋࡿ 

 ࠌ ⏫

 

新水産資源調査࣭検討事業 

ప࣭未利用ࡢ水産資源ࡢ利活用ࡘ࡟い࡚調査࣭検討ࢆ

行いࠊ不漁ࡾࡼ࡟ప迷し࡚いࡿ水産業関連産業ࡢ安定໬

 ࠋࡿ図ࢆ

 ࠌ ⏫

商工業࣭6次産

業໬ 

標津⏫起業等支援事業 

創業や新分㔝進出࡟要ࡿࡍ経費ࡢ一部ࢆ助成しࠊ地域

経済ࡢ活性໬࡜雇用ࡢ創出ࢆ促進ࠋࡿࡍ 

 ࠌ ⏫

 

移動㈍売サ࣮ビࢫ事業 

専用車両࡛⏫内ࢆ定期的࡟巡回しࠊ⏫内商店ࡀ扱う食

糧品ࠊ日用雑㈌ࢆ࡝࡞移動㈍売ࡿࡍこࠊࡾࡼ࡟࡜⏫内消

費ࡢ拡大ࢆ図ࠋࡿ 

商工会 ࠌ 

。11貨そࡢ他 標津⏫結婚活動等支援事業 ⏫  

  ⏫ 納税推進事業࡜さࡿࡩ 

 

 

ᲢᲮᲣ産業振興促進事項 

 

減価償却ࡢ特例及び地方税ࡢ課税免除ࡣࡓࡲ不均一課税࡟伴う措置ࡢ適用ࡢࡵࡓࡢ産業振興促進事

項ࡣ次ࠋࡾ࠾࡜ࡢ 

 

ᲢシᲣ産業振興促進区域及び振興すǂき業種 

産業振興促進区域 業種 計ဒ期間 備考 

ထϋ全域 
製造業、情報サȸȓǹ業等、農林水

産物販売業及び旅館業 

ˋ和 3 ࠰ 4 உ ビ 日～ 

ˋ和 8 ࠰ 3 உ 3ビ 日 
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ᲢジᲣ当該業種Ʒ振興を促進すǔために行う事業Ʒϋ容 

 

上記ࠕࠊ㸦㸰㸧そࡢᑐ策ࠖ及びࠕ㸦㸱㸧計⏬ࠖࡢࡾ࠾࡜ࡢ事業ࡘ࡟い࡚ࠊ໭海㐨ࠊ近隣自治体ࡢほࠊ࠿

農業協ྠ組合及び漁業協ྠ組合ࡢ࡝࡞産業団体ࠊ民間事業者ࡢ࡜連携ࡾࡼ࡟展開ࢆ図ࠋࡿ 

 

ᲢᲯᲣ公共施設等総合管理計ဒ等とƷ整合 

 

当ヱ計⏬ࡢ理念࡜目的ࡢ࡜整合性ࢆ図ࠊࡽࡀ࡞ࡾ既存施設ࡢ利用促進ࠊ長ᑑ命໬及び適正໬ࢆ進ࠋࡿࡵ 
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㸲 地域࡟おける情報໬ 

 

ᲢᲫᲣ現況と問᫆点 

 

情報໬ࡢ進展ࠊࡾࡼ࡟地域ࡢ通信手段ࡣ大ࡁく様変わࡾし࡚いࠋࡿ本⏫࠾࡟い࡚ࡶ各産業࡛ࡢ情報技

術ࡢ活用ࡀ図࡚ࢀࡽいࡿほࠊ࠿地域ఫ民ࡣ࡟携帯電ヰࠊインタ࣮ネッࡀࢺ普及し࡚いࠋࡿ 

光回線ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ௧和 」 ᖺ度㸦「0「1 ᖺ度㸧࡟⏫内全域へࡢ敷設ࢆ予定し࡚い࡜ࡿこ࡛ࢁあࠊࡾこࢀ

 ࠋࡿい࡚ࡗ࡞࡜見通しࡿࢀࡽ図ࡀ解消ࡢ情報格差ࡓࡗ課題࡛あ࡛ࡲ

災害時ࡢ緊急情報伝㐩手段࡜し࡚ࠊࡣᖹ成 8ᖺ度㸦1重重6 ᖺ度㸧࡟防災行政無線ࢆ全戸࡟整備しࠊ災害

緊急時ࠊࢇࢁࡕࡶࡣこࢀ௨外ࡶ࡟行政情報ࡢ提供࡝࡞幅広く活用し࡚いࠋࡿ現在ࢪࢹࠊࡣタル໬ࡢ推進

タࢪࢹࠊ࡝࡞行うࢆ相互通信ࡢ࡜周知や⏫民࡞ヲ細ࡢ行政情報ࠊ࠿ほࡿࡍ伝㐩࡟瞬時ࢆ災害情報ࡾࡼ࡟

ル機能ࢆ活࠿しࠊ防災力ࠊఫ民生活ࡢ安全ࡢ向上ࡀ図࡚ࢀࡽいࠋࡿ 

地域情報໬ࡣ今後ࡢ行政ࢆ推進ࡿࡍ上࡛㔜要࡞施策࡛あࠊࡾ音声ࡎࡽ࡞ࡳࡢ映像ࡿࡼ࡟࡝࡞情報伝㐩ࠊ

一方的࡞情報伝㐩ࡔけ࡛࡞く双方向࡛ࡢ通信࡝࡞情報技術ࡢ進歩࡟ᑐ応しࡓ取ࡾ組ࡀࡳ必要࡚ࡗ࡞࡜

いࠋࡿし࠿しࠊࡽࡀ࡞地域情報໬ࢆ進࡟ࡿࡵあ࡚ࡗࡓインࣇラ整備ࠊ維持管理経費࡟相当ࡢ費用ࢆ要ࡍ

 ࠋࡿ課題࡛あ࡞㔜要ࡀ㈈源ᑐ策ࠊࡽ࠿࡜こࡿ

 

ᲢᲬᲣそƷ対策 

 

○行政ࡢ情報໬ࡢ推進ࠊ࡜情報技術ࢆ活用しࡓ⏫民サ࣮ビࡢࢫ向上ࢆ図ࠊࡵࡓࡿ地域情報໬࡟向けࡓイ

ンࣇラ整備ࢆ推進ࠋࡿࡍ 

○災害情報ࢆ瞬時࡟伝㐩ࡿࡍほࠊ࠿行政情報ࡢヲ細࡞周知や⏫民ࡢ࡜相互通信ࢆ行うࠊ࡝࡞地域ࡢ安全

安心ࡢ確保࡜情報໬ࢆ推進ࠋࡿࡍ 

 

ᲢᲭᲣ計ဒ 

 

 事業計⏬㸦௧和 」ᖺ度～7 ᖺ度㸧 

 

持続的発展 

施策区分 

事業名 

ナ施設名) 
事業ϋ容 

事業 

主体 
備考 

３ 

地
域
に

お
け
る
情
報

化 。1)電気通信施設等

情報໬ࡢたࡢࡵ施設 
   

防災行政無線

用施設 
防災行政無線維持管理事業 ⏫  

 

ᲢᲮᲣ公共施設等総合管理計ဒ等とƷ整合 

 

当該計⏬ࡢ理念࡜目的ࡢ࡜整合性ࢆ図ࠊࡽࡀ࡞ࡾ既Ꮡ施設ࡢ利用ಁ進ࠊ長ᑑ命໬及び適ṇ໬ࢆ進ࠋࡿࡵ 
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㸳 交通施設の整備、交通手段の確保 

 

ᲢᲫᲣ現況と問᫆点 

 

本⏫ࡢ幹線道路ࠊࡣ標津市街ࢆ横断し根室市࡜網走市ࢆ結ぶ国道 「44 号ࠊ࡜こࡽ࠿ࢀ分岐すࡿ国道 「7「

号ࠊ国道 」」5 号࡛ࠊこࡢ道路ࢆ骨格࡟道道ࠊ⏫道ࡀ形成さࠊࢀ産業道路及び近隣市⏫村࡜結ぶ幹線道路

 ࠋࡿ果たし࡚いࢆ役割࡞し࡚重要࡜

 ᖹ成元ᖺ㸦1989 ᖺ㸧࡟ JR 標津線ࡀ廃Ṇࠊࡾ࡞࡜⏫民ࡢあࡽゆࡿ活動࠾࡟い࡚自動車ࡢ࡬依Ꮡ度ࡀ高

く࡚ࡗ࡞いࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿ観光客ࡢ入ࡾ込ࡿࡼ࡟ࡳ自動車交通量ࡀ増加し࡚いࠋࡿこࡢたࡵ交通安全面࠿

 ࠋࡿ必要࡛あࡀ計⏬的整備ࡢ࡝࡞設置ࡢ拡幅や歩道ࡢ道路ࡣ今後ࡶࡽ

特ࠊ࡟⏫道࠾࡟い࡚ࡣ主要࡞生活路線ࡘ࡟い࡚舗装整備ࡀ必要࡚ࡗ࡞࡜いࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿ酪農地帯ࡢ⏫

道ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ近ᖺࡢ酪農業ࡢ近௦໬࡟伴う車両ࡢ大型໬࡜積雪寒冷地࡛あ࡜ࡿいう特性。凍結)ࠊࡽ࠿

路肩ࡢ破損ࡀ著しくࠊ多くࡢ路線改修ࡀ必要࡚ࡗ࡞࡜いࠋࡿ 

さ࡟ࡽ現有ࡢ橋梁ࡘ࡟い࡚ࠊࡣそࡢ大半࡛老朽໬ࡀ進࡛ࢇいࡿこࠊࡽ࠿࡜ᖹ成 「」 ᖺ度㸦「011 ᖺ度㸧

確保し࡚いࢆ安全性࣭信頼性ࡢ実施࡛道路網ࡢ࡝࡞修繕࡞計⏬的ࠊ࡟基ࢆ⏬策定した長ᑑ命໬修繕計࡟

く必要ࡀあࠋࡿ 

࠿࡜こࡿい࡚ࢀࡽࡵ求ࡀࡾち࡙くࡲ強い࡟災害ࡢ࡝࡞暴風雪ࡿけ࠾࡟近ᖺ地震࣭津波や冬期間ࠊたࡲ

ࠊ強໬ࡢ除雪体制ࡿࡼ࡟更新࡞計⏬的ࡢ老朽໬した除雪機械ࠊ整備やࡢた道路ࡗ持ࢆ要素ࡢ避㞴道路ࠊࡽ

幹線道路ࡢ࡬防雪柵ࡢ設置ࠊࡾࡼ࡟࡝࡞安心࣭安全࡞道路ࡢ形成ࢆ図ࠋࡿ 

本⏫ࡢ公共交通機関等ࠊࡣ前述ࡢ JR ࡘ࡟ス路線ࣂࠊࡾ࠾࡚ࡗ࡞࡜ࡳࡢイヤ࣮ࣁ࡜スࣂࡾࡼ࡟廃線ࡢ

い࡚ࠊࡣJR 廃線௨前ࡽ࠿あࡿ路線及び JR 廃線࡟伴う௦替路線ࡢ 「 路線ࡀ民間事業者ࡾࡼ࡟運営さࠊࢀ

こࡢࡽࢀ路線࡛カ࡞ࡁ࡛࣮ࣂい地域や時間帯ࡀ⏫ࠊ࡟運行し࡚いࡿ循環ࣂスࡀあࠋࡿ 

既Ꮡࣂࡢス路線ࠊࡣ自家用車ࡢ普及ࡾࡼ࡟࡝࡞乗降客ࡀ少࡞い状況࡛あࠊࡾすࡀ࡚࡭赤Ꮠ路線࡛あࡿ

運ࡾࡼ࡟補ຓ金ࡢࡽ࠿⏫道及び関ಀ市ࠊ国࡟ࡵたࡿ確保すࢆ足ࡢ࡝࡞高齢者や学生ࡿ交通弱者࡛あࠊࡀ

行し࡚い࡝࡞ࡿ小規模自治体࡚ࡗ࡜࡟財政的࡟厳しい状況࡟あࠋࡿ 

今後ࠊࡣ地域公共交通協議会ࢆ設置しࠊ路線ࡢ統廃合や効率的࡞運行ࡘ࡟い࡚ࠊ行政ࠊ交通事業者や

利用者ࡢ௦表ࡾࡼ࡟࡝࡞協議しࠊ持続可能࡞公共交通ࡢあࡾ方࡛あࠕࡿ地域公共交通計⏬ࠖࢆ策定すࡿ

必要ࡀあࠋࡿ 

約ࠊࡣ交通アクセスࡢ࡜道央圏や首都圏ࠊたࡲ 1「0k対 㞳ࢀた JR 釧路駅やࠊ隣接すࡿ中標津⏫࡟あࡿ

根室中標津空港㸦約 「5k対㸧ࡀ主࡟利用さ࡚ࢀいࠋࡿ⏫民ࡢ利用ࡶࡣちࢇࢁ観光客ࡢ誘致࡝࡞地域࡟果た

す役割ࡣ大ࡁくࠊこ࡜ࡽࢀ本⏫ࢆ結ぶࣂス交通ࡢ確保ࡀ重要࡛あࡿ一方ࠊ特࡟中標津空港ࡣ羽田空港直

行便ࡢ増便及び夏季間࠾࡟けࡿ中型機運航ࡢ充実ࠊ関西方面ࡢ࡬新規路線拡大ࠊ࡟近隣市⏫࡜連携し࡚

取ࡾ組࡛ࢇいく必要ࡀあࠋࡿ 

 

ᲢᲬᲣそƷ対策 

 

○国道ࠊ道道ࡢ拡幅ࠊ直線໬ࠊ改良ࠊ歩道ࡢ新設ࡘ࡟い࡚引ࡁ続ࡁ関ಀ機関࡟要望し࡚いくࠊ࡟ࡶ࡜࡜



標津⏫過疎地域持続的発展市⏫ᮧ計⏬ 

25 

 

⏫道ࡘ࡟い࡚ࠊࡣ国ࡢ交付金事業や過疎ᑐ策事業債ࡢ積極的࡞活用ࡾࡼ࡟維持管理࡟ດࠋࡿࡵ 

○冬期ࡢ交通安全ಁࡢ進ࡢたࡢࡵ除雪機械ࡢ計⏬的࡞更新࡜基幹道路ࡢ࡬防雪柵ࡢ設置ࢆ進ࠊࡵ地域住

民ࡢ安全安心࡞生活基盤ࡢ整備ࢆ進ࠋࡿࡵ 

○公共交通࡟関し࡚ࣂࠊࡣス路線ࡢ沿線自治体ࠊ交通事業者ࠊ道路管理者及び利用者ࡢ௦表࡞ࡽ࠿࡝࡞

い࡚再ࡘ࡟方ࡾあࡢ公共交通ࡢ根釧地域࡜内⏫ࠊࡵ進ࢆうえ協議ࡢ設置ࢆ地域公共交通協議会ࠖࠕࡿ

編ࢆ進ࠋࡿࡵ 

○観光客誘致࡝࡞地域経済ࡢ振興し資すࡿ根室中標津空港ࡢ充実໬ࢆ図ࡿたࠊࡵ関ಀ市⏫࡜連携しࡀ࡞

 ࠋࡿ推進すࡾࡼ࡟࡝࡞要望活動ࡽ

 

○標津⏫ࡢ道路ࡢ状況                              。単位：k対ࠊ%) 

区分 路線数 延長 改良 改良率 舗装 舗装率 

国ᢊ 3 69.ビ 69.ビ ビ画画.画 69.ビ ビ画画.画 

ᢊᢊ 6 48.5 48.5 ビ画画.画 48.5 ビ画画.画 

ထᢊ ピ5ビ 34ビ.画 ピ3画.8 67.7 ピ画8.画 6ビ.画 

計 ピ6画 458.6 348.4 76.画 3ピ5.6 7ビ.画 

 

○デマンドࣁイヤ࣮㸦市街循環線㸧利用状況                。単位：人ࠊ日ࠊ便ࠊ%) 

区分 利用者数 運行日数 運行便数 ࠯均乗車人数 備考 

Hビ7 887 99 ピ96 3.画画 火ȷ᣿ 3 便 

Hピピ ビ,ピ37 98 ピ97 4.ビ6 火ȷ᣿ 3 便 

Hピ7 ビ,画83 98 ピ9ピ 3.7ビ 火ȷ᣿ 3 便 

Rピ ビビ4 95 ピ85 画.4画 உȷ᣿ 3 便 

 

○デマンドࣂス㸦古多糠川໭線㸧利用状況                 。単位：人ࠊ日ࠊ便ࠊ%) 

区分 利用者数 運行日数 運行便数 ࠯均乗車人数 備考 

Hビ7 ビ,46ビ 99 ビ95 7.49 火ȷ᣿ 3 便 

Hピピ ビ,45画 99 ビ98 7.3ピ 火ȷ᣿ 3 便 

Hピ7 ビ,ピ6ピ 95 ビ9画 6.64 火ȷ᣿ 3 便 

Rピ ビ73 46 98 ビ.77 உȷ᣿ 3 便 

 

。出典：全࡚標津⏫調࡭) 
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ᲢᲭᲣ計ဒ 

 

 事業計⏬㸦௧和 」ᖺ度～7 ᖺ度㸧 

 

持続的発展 

施策区分 

事業名 

ナ施設名) 
事業ϋ容 

事業 

主体 
備考 

４ 

交
通
施
設
の
整
備
、
交
通
手
段
の
確
保 

(1)市町村道    

道路 
古多糠基線 

改良舗装 L=1,650m 
町  

 
標津南 2 条通り 

歩道改修 L=620m 
町  

 
川໭東 2 号 

改良舗装 L=1,650m 
町  

 
川໭茶志骨線 

改良舗装 L=3,100m 
町  

 
川໭西 9号 2 

改良舗装 L=960m 
町  

 
標津西 3 丁目仲通り 

歩道改修 L=150m 
町  

 
川໭南 2 丁目通り 1 

歩道改修 L=107m 
町  

 
標津西 3 丁目通り 

歩道改修 L=300m 
町  

 
忠類市街海岸通り 

改良舗装 L=1,100m 
町  

 
川໭໭ 1 線 

改良舗装 L=1,600m 
町  

 
古多糠໭ 8線 

改良舗装 L=1,300m 
町  

 
川໭西 3 条通り 

歩道改修 L=200m 
町  

 
茶志骨東 2線 

改良舗装 L=1,300m 
町  

 
忠類市街仲通り 

改良舗装 L=500m 
町  

 
薫別市街仲通り 

改良舗装 L=150m 
町  

橋りょう 
橋りょう長寿命໬修繕事業 

点検及び補修設計 
町  
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持続的発展 

施策区分 

事業名 

ナ施設名) 
事業ϋ容 

事業 

主体 
備考 

４ 

交
通
施
設
の
整
備
、
交
通
手
段
の
確
保 

௚ 川໭西ࡢࡑ 」 号防雪柵設置஦業 ⏫  

 除雪車両更新஦業 ⏫  

。9〃過疎地域持⥆

的発展特別஦業 
   

公共交通 

公共交通維持࣭運行஦業 

࡞イヤ࣮஦業ࣁ࣭ࢫࣂ福祉ࠊイヤ࣮ࣁ࣭ࢫࣂࢻン࣐ࢹ

生活ࡢ住民ࡿࡍ居住࡟高齢者や交通空白地域ࡾࡼ࡟࡝

 ࠋࡿࡍ資࡟社会形成࡞持⥆可能ࠊࡋ維持࡚ࡋ࡜足ࡢ

⏫ 
ᮏ஦業ࡢ効果

 及ぶ࡟将来ࡣ

交通施設維持 

川໭ࢫࣂ待合所管理経費 

 公共交通運行ࡢ拠Ⅼ࡚ࡋ࡜整備ࡓࡋ川໭市街地域࡟

利便ࡢ利用者ࠊࡾࡼ࡟維持管理ࡢ施設ࣝࢼ࣑࣮ࢱࡿけ࠾

性ࢆ向ୖࠊࡋ交通஦業ࡢ利用率向ୖ࡟資ࠋࡿࡍ 

 ࠌ ⏫

 

ᲢᲮᲣ公共施設等総合管理計ဒ等とƷ整合 

 

当該計⏬及び個別計⏬ࡢ理念࡜目的ࡢ࡜整合性ࢆᅗࠊࡽࡀ࡞ࡾ既存施設ࡢ利用ಁ進ࠊ長ᑑ命໬及び適

ṇ໬ࢆ進ࠋࡿࡵ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


